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通り、当社子会社が「法人税額等の更正通知書及び加算税の賦課決定通知書」を受領したことにともな 

い、当第３四半期連結期間において、これらの過少申告加算税および延滞税として 78 百万円を「法人税、 

住民税及び事業税」に見積り計上いたしました。 

  なお、更正の本税部分につきましては、過年度の連結業績に関わるものであるため影響する期間にわ 

 たり訂正処理をおこなっております。 

 

3. 業績予想の修正 

（1）平成 28 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日） 

 

（2）修正の理由 

 衣料事業において、ＯＥＭ（取引先ブランド製造卸）の受注・販売はほぼ予定通りに推移しておりま 

すが、小売部門は婦人服を中心に売上高が低調であり、11 月の気温が例年に比べ高かったことなどによ 

り第３四半期連結期間において防寒衣料等の販売が計画を下回りました。この結果、第４四半期連結期 

間において冬物衣料の値下げ販売の増加も予想されることなどから、収益性の低下を想定しております。 

  なお、平成 28 年１月 28 日付「海外連結子会社における固定資産の譲渡にともなう特別利益の計上に 

関するお知らせ」にて公表いたしました通り、第４四半期連結期間において固定資産売却益 639 百万円 

を計上する予定であり、当通期連結業績予想に特別利益の発生として見込んでおります。 

  第３四半期連結累計期間の業績とこれらの見通しを踏まえ、平成 28 年３月期の通期連結業績予想を修 

正いたします。 

 

（注）本資料に記載されている将来の見通しに関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した 

   ものであります。実際の業績等は、様々な要素により本資料の記述とは異なる結果となる可能性が 

   あります。 

 

 

                                             以上 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 24,500 △400 50 200 5.95
今回修正予想(B) 24,000 △750 △250 650 19.33

増減額(B-A) △500 △350 △300 450
増減率(%) △2.0 ― ― 225

（ご参考）前期実績
（平成27年3月期）

24,494 △566 136 88 2.62


